
Title 懷德堂要覧

Author(s)

Citation

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/90231

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



低



：・ぶべ’3、ミゞ` ．．
こな鴫！ゞ←．・ダネヤ>.ここ •-
:・・. •, T、,..• •な••9Z..． .． , •.：・ヽ9 • 9 ．ノ． c:．ふ~; .- ．．｀ ,‘ ` .．.' · ヽ•で• Z̀‘ 
Fゞ ふT-- ．ヽ •・ •:ー ・ 丸 ・ ミ

: -・-念；ぷふ~ .'. 
• ・̀S ̂ . •. .• 

.<、

土・
こ9-----

脳 玄
,19. rt 
キ

ぶ．
5
ク
ト 快



棠講大棠他懐

幽湖面正堂講大党純懐



圏面平堂徳懐

家 陽

通 晒 後 豊

『ぃ翌I所1便日且
東

忘 J 憐様 門
請定r皆 性ピ

掘
祀
1＊ 呈 )II 

「 別日 堂t と 筋 | 地

素
ぬ

門用通館易貿



園面平堂徳情

事

務

所

堂講小

J:. 階

二岱
町所便男
蜃

下廊

堂講小

堂講

党講



/‘  

二
.̂ 

‘’  

ヽ

講

日

紺そ"”
;｛) ォ
”たb^ 
ーヽ
"
i

i

"

 

三
、
懐
捻
常
文
庫
閲
覧
規
則
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
，
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

ニ

四
、
懐
伯
常
記
念
會
唇
祀
規
定
：
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
，
 ．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

二
、
素

よ渭ー、
翌
叫

科

規

ヽ~~ヽ. 
＾ 
‘--／ 

一

、

講

義

講

演

規

則

：

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

一

規
則
蚊
規
定

＝
 
ヽ

寮

附

一丁ノイ

一
、
新
懐
悠
常
惜
革
略

，ー、

＾ 

‘-ィ

懐

徳

堂

要

覧

一

、

針

懐

岱

し
1汁

八 七

．． 江
＇
各
し
：

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

一

ヽ

＾

田

川

革

廿
‘

F
油
日

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

一11

r
r
/
i
-
t
'

．
 

為
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

ニニ五-‘
 

J
"

＂‘ l
 
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

―̂
-

1

 

ー

5
i
/

{
-
＼
 
てー

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 ^
 

日

次



附
9‘99戸
LL 9. → 

（
七
）

七
ヽ

奨

六
、
出

五
、
孔

三
、
素
（乙）
〈
甲
）

三
請

友録

會 子

通

俗

講

j・_ 

曜

講

.•.••••.•••••..•••••••••••••••••••••• 

｀
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ニ
ニ
｝

f̂1‘ 
ベ
n'
｀ヽ'‘‘宿へ

．．．． 

：
 
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
疇

●

●

●

●

●

"

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

-―-
J
 

.t 
り
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

ニニ
1

、ノ

・ヽ
J
`料

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
四

四
、
忙
祭
井
記
念
講
演
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
五

祭
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
八

版
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四
九

學
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
五
〇

八

、

文

庫

公

開

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
五
〇

（

四

）

懐

徳

堂

學

年

層

：

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
五
0

（
五
）
願
間
、
職
員
、
講
師
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
一

i

六
）
財
圃
法
人
懐
低
堂
記
念
會
役
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
二

三

年

以

上

聴

講

緞

紹

者

及

素

讀

修

了

者

•.••••••••••••• 

”
·
·
·
·
:
·
·
·
:
•
五
四

附
堂
友
令
趣
旨
及
詞
合
叫

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
五
九



分
布
せ
る
其
勢
り
の
成
皿
な
る
ロ
ロ
平
侮
に
絹
げ
り
。
創
學
の
年
月
に
於
て
懐
伯
常
よ
り
早
き
も
の
、

崎
に
立
山
準
口
院
あ

97 、c...

を
士
持
ず

漢
攣
は
合
ふ
も
班
な
り
、
院
本
、

小
説
、
俳
諧
、

大
阪
は
古
来
而
業
の
都
合
な
れ
ど
も
、
環
間
の
開
け
し
も
亦
久
し
く
、
町
人
文
攣
の
盛
な
る
悔
内
其
比
を
見
ず
。
和

拇
る
べ
か
ら
ず
。
今
淡
文
學
研
究
の
力
而
を
観
察
ず
る
に
、
我
が
懐
徳
常
を
以
て
網
と
総
し
、
混
沌
計
を
以
て
緯
と
総

し
、
伊
籾
崎
共
他
の
各
派
其
間
に
熾
映
ず
と
見
る
を
得
べ
き
か
。
混
池
祉
其
他
に
闊
し
て
は
姑
＜

九
年
に
訓
ま
り
、
明
治
維
新
の
際
に
一
時
巖
絶
し
、
時
に
降
替
を
免
れ
ず
と
雖
も
、
大
阪
の
文

る
こ
と
宵
へ
に
一
百
数
十
年
、
久
し
か
ら
ず
と
せ
ず
。
石
地
、
梵
地
に
始
ま
り
て
、
竹
山
、
股
軒
に
盛
ん
に
、
其
學
派
の

り
、
岡
山
に
川
谷
邸
翌
あ
り
、
條
府
に
昌
平
従
あ
り
、
肥
前
に
東
原
痒
舎
あ
り
と
雖
も
、
懐
徳
常
が
商
業
地
の
大
阪
に
起

(

l

)
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徳

堂

要

覧

狂
歌
に

懐

餡

堂

略

史

る
ま
で
其
門
頗
る
多
く
、
各
特
色
あ
り
て
、
其
勢
力
も
亦

（
西
村
時
彦
快
低
砕
菜
老
抄
録
）

は
ず
、
懐
徳
常
は



誓

石

翌

平

野

に

四

郎

左

衛

門

（

翡

）

又
四
郎
（
謬
）
の
所
謂
る
五
有
志
は
諸
詞
志
と
誅
つ
て
、
災
後
の
地
を
尼
ヶ
崎
町
一
丁
目
(
g
l
l
四
）
北
測
な
る

隠
宅
に
卜
し
、
又
も
此
に
諧
舎
を
建
て
た
り
。
是
れ
四
に
享
保
九
年
五
月
の
事
に
し
て
、
表
口
六
間
半
、
奥
行
二
十
間

な
り
し
、
名
け
て
懐
抵
堂
と
い
ひ
し
は
論
語
里
仁
第
四
の
君
子
懐
＞
穏
の
語
に
取
れ
り
。

時
の
将
軍
は
八
代
吉
宗
公
な
り
し
が
、
背
て
近
臣
に
向
つ
て
、
京
大
阪
に
も
學
間
所
様
の
慮
怖
へ
牲
き
、
忠
孝
の
筋

説
き
聞
せ
た
き
も
の
、
誰
か
願
出
づ
る
者
あ
る
ま
じ
き
や
と
の
紛
語
あ
り
し
を
、
大
島
近
江
守
城
中
よ
り
趾
宅
し
て
父

の
古
心
に
物
語
り
、
古
心
は
入
魂
の
三
輸
執
齊
に
心
常
は
な
き
や
と
間
ひ
し
が
、
大
阪
に
は
三
宅
石
症
あ
り
、
人
其
癒

に
服
ず
れ
ど
左
様
の
儀
願
出
づ
べ
き
や
心
元
な
し
と
て
、

り
て
此
に
住
し
、

、A

、

し
カ

右
の
趣
を
執
齋
よ
り
豫
て
相
識
の
門
人
梵
症
に
文
通
せ
り
。

以
て
子
弟
に
教
授
せ
舒
こ
と
を
請
へ
り
。

十
一
月
石
疱
の
平
野
よ
り
蹄

左
衛
門

退
き
し
よ
り
、

鴻
池
又
四
郎
な
ど
も
入
門
し
、

前
記
の
武
右
衛
門
（
昇
）

左
衛
門
（
初
麟
）

古
兵
衛
（
麟
）

此
頃
よ
り
備
前
届
吉
兵
衛
、

従
滸
の
徒
も
次
第
に
加
は
れ
り
。

會
々
大
火
に
遭

り
、
久
し
き
に
頁
り
て
、

以
て
民
娩
人
道
を
請
明
ぜ
し
は
尤
も
誇
る
べ
き
事
竹
〈
に
あ
ら
ず
や
。

懐
徳
常
の
創
始
を
原
ぬ
る
に
、
其
前
身
に
多
松
常
あ
り
。
中
井
鯰
地
が
一
二
宅
石
荘
へ
人
凹
せ
し
よ
り
、
梵
泄
詞
門
の

宅
を
買
び
て
石
症
を
住
ま
せ
、
多
松
堂
と
名
づ
け
て
請
會
の
虞
と
な
せ
り
。

石
地
強
い
て
高
麗
橋
三
丁
目
な
る
苧
屋
三
郎
右
衛
門
の
屁
居
屋
敷
に
借
宅
せ
る
よ
り
、
享
似
四
年
多
校
常
も
頁
掃
は
れ

こ
れ
正
稔
三
年
の

な
る
が
、
敗

の
後

屋
武
右
衛
門
、
道
明
寺
屋
村
左
衛
門
、

舟
橋
届
四
郎
左
衛
門
等
と
謀
り
、

隙
金
し
て
今
の
宏
土
町
二
丁
目
北
測
に



を

び
け
る
荼
、

-l -

の
四
月
を
以
て
東
に
館
り
、

の

に
止
与
た
れ
ば
、
井
上
亦
水
一
人
と
た
り
し
よ
り
、
附

11
の
講
と
た
し
、
従
来
主
と

袴
い
で
薗
洲
も
亦
東
滸
の
途
に
上
れ
り
。
然
れ
ば
行
他
も
・
心
嘉
応
ト
ニ
年
の
夏
頃
よ
り
日
講

せ
ら
れ
て
助

と
な
り
日
講
を
ホ
れ
り
。
並
河
誡
所
、

井
上
赤
水
も
一
時
講
を
助
け
た
り
し
が
、

誡
所
は
危
保
十
二
年

摩
間
所
の
粋
詰
は
八
月
に
成
就
せ
し
が
、
石
述
始
め
て
論
語
の
講
附
を
開
き
し
は
十
月
五
日
た
り
き
。

五
片
薗
洲
聘

と
:
な
れ
り
。

に
至
り
て
校
常
の
外
に
左

の
持
地
表
日
五
間
、

裏
行

十
間
を
巾
立
て
＼
此
も
許
ざ
れ
、
直
に
粋
請
に
取
掛
り
圃
年
八
月
に
は
落
成
せ
り
。
此

寮
舎
あ
り
て
、
規
模
頗
る
大
な
り
。
普
請
の
費
川
は
五
圃
志
以
下
の
義
金
に
よ
る
。
然
れ

ば
懐
徳
常
は
最
初
よ
り
し
て
敷
地
は
恩
賜
、
維
持
は
義
金
と
い
ふ
一
種
公
立
の
性
質
な
り
け
り
。
衆
石
述
を
推
し
て
匁

主
と
な
し
、
梵
地
を
推
し
て
匁
間
所
預
人
と
せ
り
。
石
疱
は
以
前
よ
り
學
校
住
屈
な
り
し
が
、

以
後
梵
疱
も
常
内
住
居

篠
府
の
官
學
昌
平
校
の
削
立
厄
緑
三
年
を
去
る
一
二
十
七
年
後
な
り
。

斯
く
て
定
に
常
時
の
懐
稔
常
の
東
隣
な
る
尼
崎
届

役
を
免
せ
ら
る
＼
を
も
て
、

攣
間
所
を
収

て、

く
退
轄
せ
ざ
る
様
に
勤
め
よ
と
申
渡
さ
れ
し
は
十
一
年
七
月
に
て

途
に
願
準
い
は
大
阪
に
て
差
出
ず
こ
と
＼
な
り
し
が
、

や
が
て
町
奉
行
よ
り
屁
弛
へ
、
願
謡
間
い
け
ら
れ
、
攣
校
地
は
詣

か
ら
ん
、
暫
く
之
を
認
ず
べ
し
と
総
し
、
梵
泄
専
ら

に
常
り
て
江
戸
大
阪
の
間
を
奔
走
し
、

其
筋
の
注
揺
も
あ
り
て

地
の
逍
跡
も
永
辿
に
偵
は
る
べ
く
、
本
望
の
至
と
衆
議
一
決
し
け
る
が
、

今
之
を
老
師
に
併
げ
な
ば
恐
ら
く
は
許
可
な

梵
癒
散
を
得
て
諮
詞
志
と
謀
り
し
に
、
店
し
官
許
を
得
ば
、

只
今
建
立
の
懐
稔
常
も
長
く
迅
轄
の
変
な
く
、

老
師
石



午

十

月 以

-lニ

一
、
始
て
出
席
之
方
は
、
中
井
忠
蔵
（
曇
環
を
）
迄
其
斯
可
＞
有
＞
之
候
事

但
し
忠
蔵
他
行
之
節
者
、
支
配
人
道
明
寺
屋
新
助
迄
案
内
可
＞
有
＞
之
候

但
講
秤
始
り
候
後
出
席
候
は
ゞ
、
其
差
別
有
之
ま
じ
く
候

ば
曹
物
不
＞
持
人
も
聴
間
く
る
し
か
る
ま
じ
く
候
事

を
開
け
り
と
い
ふ
。

定

學

間

所

行

司

し
て
學
校
の
事
務
を
管
理
せ
し
梵
奄
も
専
ら
講
説
に
従
事
し
け
り
。
三
輪
執
齋
は
石
惹
の
親
友
に
し
て
懐
飽
常
創
立
の

張
本
な
り
。
然
れ
ば
京
都
よ
り
大
阪
に
来
り
し
時
に
は
臨
時
の
講
あ
り
。
石
症
没
後
、
伊
籐
東
涯
を
も
招
話
し
て
講
筵

石
惹
が
学
保
十
一
年
十
月
、
懐
悠
堂
の
玄
闊
に
懸
け
し
叶
ぷ
立
―
一
ヶ
條
は
平
民
的
教
育
に
重
き
を
罹
け
る
と
、
大
阪
町

人
の
事
情
を
参
酌
せ
る
期
に
於
て
用
揺
せ
ら
れ
た
る
が
、
其
文
に

一
、
學
間
は
忠
孝
を
盛
し
職
業
を
勤
む
る
等
之
上
に
有
之
事
に
て
候
、
講
繹
も
唯
右
之
趣
を
説
ず
＼
む
る
義
に
候
へ

但
不
レ
叶
川
事
出
来
候
は
ゞ
、

一
、
武
家
方
は
可
為
竺
上
座
ふ
手

講
秤
半
に
も
退
出
可
＞
有
＞
之
候

四



と
あ
り
、

一
、
日
講
の

、
征
月
望
、

詞
志
會
合
、
老
先
生
象
山
集
要
之
講
、
右
者
征
年
正
月
七
五
日
初
會
に
て
、
同
志
中
燕
集
、
老
先
生

こ
れ
に
よ
れ
ば
日
講
の

學
な
り
。
嬰
ず
る
に
最
初
の
懐
餡
常
は
宜
に
朱
陸
併
川
な
り
、

外
朱
内
王
な
り
、

の
維
害
、
或
は
表
而
詩
文
を
請
ず
る
事
を
も
定
約
に
よ
り
て
禁
じ
た
り
し
が
如
し
。

石
惹
は
懐
徳
常
測
立
後
、
僅
に
四
五
年
な
る
享
保
十
五
年
七
月
を
以
て
病
歿
ぜ
り
。
石
惹
の
歿
後
、
梵
速
懐
穏
常
の

學
主
と
な
り
て
、
學
間
所
預
人
の
名
義
を
も
兼
ね
た
り
き
。
梵
惹
は
宜
に
懐
穏
堂
別
立
の
功
臣
な
り
。
創
學
願
立
の
総

に
徒
歩
に
て
江
戸
に
往
復
ず
る
こ
と
前
後
六
回
、
中
間
江
戸
に
て
大
患
に
羅
り
し
も
屈
せ
ず
、
途
に
其
志
を
逹
せ
り
。

且
石
惹
の
高
足
と
し
て
學
穏
並
に
長
じ
た
る
者
梵
速
に
若
く
は
な
し
。
志
尚
同
じ
か
ら
ざ
る
學
者
を
聘
せ
ん
よ
り
も
、

梵
症
を
し
て
石
速
の
後
を
承
け
し
め
し
は
情
理
に
於
て
常
然
な
り
。

以
後
中
井
三
宅
の

り
。
初
め
石
速
梵
泄
並
に
堂
中
に
住
せ
し
比
は
、
皆
客
分
の
姿
に
て
、
普
請
造
作
賄
方
ま
で
も

け
し
が
、
梵
疱
の
代
と
な
り
て
、
冊
話
人
大
に
誡
じ
、
萬
事
肉
の
如
く
な
ら
ざ
る
よ
り
、
梵
疱
は
歿
れ
る
五
詞
志
の
富

永
芳
春
、
吉
田
盈
枝
、

山
中
宗
古
の
三
人
と
協
議
し
、
學
校
の
事

1
L
 
3
 

切
を
梵
痣
一
人
に
て
引
受
け
る
事
と
せ
り
。

に

切
五
圃
志
に
て
引
受

四

一
家
は
其
宅
を
入
易
へ
て
住
め

、
五
緑
、
及
び
道
義
の
害
以
外

は
皆
是
れ
程
朱
の
學
な
れ
ど
も
、
石
地
が
正
月
初
講
及
び
師
月
の
講
繹
は
陸
子
の
一

初
講
有
＞
之
、
後
有
＞
故
餌
月
之
會
は
十
六
日
に
改
む
、

は、

四

、
内
経
、
時
経
、
春
秋
胡
博
、

小
學
、
近
思
録

と
あ
り
。
而
し
て
創
學
常
初
の
教
科
に
闊
し
て
は
懐
穏
堂
内
事
記
は



既
に
し
て
創
學
二
十
餘
年
を
閲
し
、
常
合
も
類
坦
し
て
、
女
へ
難
き
よ
り
、
梵
地
船
然
と
し
て
新
築
を
思
ひ
立
ち
、

を
興
さ
ん
に
は
、
投
等
存
命
党
東
な
し
、
先
づ
普
詰
を
成
就
せ

し
め
、
後
五
年
を
期
限
と
し
て
追
々
に
支
彿
ば
や
と
い
び
し
に
、
認
共
他
の
人
格
に
服
せ
る
事
と
て
、
衆
エ
雫
ふ
て
役
に

就
き
、
學
校
は
後
冊
の
模
範
な
り
、
咆
固
に
造
作
せ
ん
こ
と
、
、
我
等
の
而

H
な
り
、
賃
銀
は
間
ふ
所
に
非
ず
と
、

手
を

揃
へ
て
夜
を
日
に
獄
ぎ
、
僅
々
十
餘
人
の
大
工
に
て
、
喪
肝
厄
年
の
正
月
に
始
り
、
六
月
に
は
普
請
出
来
し
、
人
皆
其

紳
速
に
驚
き
し
と
い
ふ
。
梵
地
時
に
年
六
十
た
り
。
｛
よ
是
に
於
て
常
舎
一
新
し
て
燒
然
観
を
改
め
た
り
。
而
し
て
節
省
倹

約
よ
く
丁
費
数
百
金
を
期
限
の
如
く
償
へ
り
。
此
の
大
土
木
の
成
就
せ
じ
は
鴻
池
又
四
郎
の
如
き
篤
志
の
勘
か
ら
ぬ
寮

附
を
総
せ
る
に
も
よ
る
が
、
梵
地
の
緊
節
と
材
幹
無
ん
ば
妬
ぞ
か
＼
る
を
得
ん
。
認
芥
他
の
大
阪
の
文
敦
を
稗
爺
せ
し
功

稔
決
し
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
梵
述
の
徳
性
を
重
ん
じ
賤
股
を
尚
び
し
こ
と
此
の
如
し
。
而
し
て
柑
述
は
其
好
む

梵
泄
歿
後
の
學
主
は
常
代
の
音
術
た
る
薗
洲
を
持
ず
べ
き
こ
と
常
然
な
り
。
懐
低
常
創
立
の
初
め
、

に
常
り
て
、
屹
他
は
附
洲
に
し
て
翡
せ
ず
ん
ば
、
内
院
は
無
き
に

講
師
を
求
む
る

非
ず
や
、
附
洲
東
滸
十
餘
年
に
し
て
蹄
れ
ば
、
梵
疱
病
氣
膀
に
て
日
講
も
紹
々
た
り
し
を
、
蘭
洲
徐
々
に
學
規
の
振
作

を
説
き
、
梵
施
も
亦
就
ん
で
教
授
を
助
け
ん
こ
と
を
請
ひ
、
再
び
懐
如
常
に
助
敦
と
し
て
経
を
講
ず
る
に
奄
れ
り
。

所
に
非
ず
、
賽
府
八
年
六
月
歿
ず
。
二
男
あ
り
、

よ

し
と
、
附
洲
よ
っ
て
諾
し
、
始
て
諧
を
開
き
し
に

は
竹
山
‘
[
次
は
卯
ち
股
軒
な
り
。

大
工
共
に
向
び
て
、
累
校
資
金
の
餘
餘
を
待
っ
て

T

笙
り
て
懐
徳
常
維
持
の
制
度
は
一
翅
せ
り
。

9. 

ノ‘



ら
ば
、
｀
相
紹
苦
し
か
ら
ざ
る
こ
と
に
改
め
、
次
に
附
約
に
は
、

の
任
は
父
子
相
紹
を
許
ざ
ゞ
り
し
に
、
附
記
に
は
攣
士
死
後
、

懐
悠
常
の
特
色
を
見
る
べ
し
。

二
は
費
府
八

｛ヒ

預
人
＇
（
公
務
）
、
支
配
人
（
町
務
）
を
骰
く
こ
と

の
人
を
求
め
難
く
し
て
}
其
千
弟
に
相
應
の
人
あ

と
改
め
、
階
級
制
度
の
厳
な
り
し
時
代
に
學
間
上
は
貴
賤
竹
富
の
差
別
を
認
め
ず
、
士
民
平
筈
の
息
想
を
表
白
せ
し
は

八
月
附
洲
等
辿
，
布
の
懐
徳
常
定
約
附
記
な
り
。
附
定
約
に
は
、
累
屯

但
し
大
人
小

の

は
可
＞
布
＞
之

、
座
席
は
新
料
長
幼
累
術
の
淡
深
を
以
て
面
々

III>
破
＞
致
二
推
i

犀
候

、
内
生
の
交
は
投
賤
貧
富
を
論
せ

、
可
‘
>
総
詞

叶f.

請
義
は
半
公
間
の

と
た
れ
り
。
次
に
附
順
た
る
が
、

初
の
虹
じ
1

に
武
家
ガ
は
上
限
た
る
べ
き
ポ
と
あ
り
し
を

た
り
し
が
、
附
洲
両
峠
の
後
、
尼
ヶ
崎
町
の
年
9
詞
川
井
立
牧
よ
り
、
佃
無
緑
の
人
に
も
粕
講
せ
し
め
ら
れ
て
は
如
何
と
の

申
込
あ
り
。
附
洲
の
咋
見
に
て
町
内
丈
は
無
緑
の
人
に
て
も
苦
し
か
ら

る
事
に
定
め
た
り
。
此
に
ポ
り
て
慎
伯
党
の

蘭
洲
純
を
執
て
徒
に
授
く
る

1

こ
、

ニ
icil

初
め
常
規
を
褐
ぐ
る
や
、

石
迷
は
無
緑
の
人
は
明
に
講
席
に
人
る
を
猿
じ

し
、
其
功
績
却
て
石
症
、
梵
地
の
上
に
あ
り
。

ん
じ
て
一
た
び
も

預
入
と
こ
そ
揺
ら
ざ
れ
、

邸
咄
の
敦
育
に
欄
し
、

府
又
大
阪
文

の
根
祇

ひ
し
訥
に
闊

を
石
迷
、
応
翌
他
に
誼
き
て
薗
洲
の
功
績
を
知
る

希
な
り
。

附
洲
の
慎
捻
常
に
於
け
る
、
常
に
助
敦
の
地
位
に
廿

ま
ざ
り
し
よ
り
、
春
桃
先
師
の

た
る
を
以
て
學
主
と
た
り
、

竹
山
預
人
と
た
れ
り
。

枇
の
懐
邸
堂
を
虚
く
脊
、
重
き

つ
て
蘭
洲
は
住
居
を
峠
阪
後
五
年
の
宵
霜
印
―
―
一
年
九
月
に
常
中
に
移
せ
り
。

ざ
れ
ど
年

に
老
い
、
且
表
而
に
立
つ
を
好



な
り
し
も
、
支
配
人
は
無
川
な
る
を
も
て
、
學
王
は
敦
母
を
司
り
、
預
人
は
公
務
を
引
受
く
る
こ
と
A

な
し
、
學
屯
預

人
を
兼
ね
る
を
許
ざ
ず
と
改
め
、
吏
に
講
師
助
講
の
事
を
記
し
て
、
學
徳
あ
る
人
を
招
話
し
て
講
談
を
依
頼
ず
べ
し
と

盆
し
、
次
の
一
條
あ
り
。

一
、
四
害
五
経
道
義
の
事
ぃ
而
已
講
談
い
た
し
、
他
の
維
許
請
候
事
一
切
無
用
と
申
義
に
候
へ
共
、
餘
力
に
詩
賦
文

或
は
臀
師
を
も
心
懸
候
人
へ
、
内
證
に
て
講
じ
聞
せ
、
或
は
會
讀
に
い
た
し
、
或
は
詩
會
文
會
等
致
候
事
は
格

別
の
義
と
存
候
、
萬
年
も
内
鐙
に
て
腎
得
詩
集
等
講
じ
開
せ
候
事
も
有
之
候
、
但
し
表
向
の
講
談
に
致
間
敷
事

は
定
約
の
通
可
怠
竺
勿
論
ー
候

附
約
に
は
人
寄
の
盆
に
詩
文
を
講
ず
る
を
禁
じ
、
従
来
の
懐
徳
堂
は
道
學
を
主
と
し
、

こ
れ
に
よ
り
て
風
敦
を
正
し
く

せ
ん
と
期
し
、
文
華
の
観
る
べ
き
も
の
な
か
り
し
を
、
薗
洲
に
至
り
て
學
力
の
根
祗
も
深
く
、
詩
文
に
も
長
ぜ
し
よ
り

華
買
並
び
牧
め
ん
と
此
に
學
規
を
改
め
し
は
、
懐
穏
堂
學
風
の
一
楚
と
謂
ふ
べ
く
、
他
日
竹
山
、
股
軒
等
の
経
術
文

其
盛
を
致
し
て
、
悔
内
の
欽
仰
ず
る
所
と
た
り
し
は
、
由
来
ず
る
所
あ
り
と
い
ふ
べ
し
。
賽
府
十
二
年
三
月
蘭
洲
歿
ず

時
に
竹
山
三
十
四
、
服
軒
三
十
一
、

已
に
鬱
と
し
て
一
家
を
成
せ
る
者
は
齊
足
薗
洲
の
恩
な
り
。

こ
れ
よ
り
前
、
賽
府
七
年
八
月
、
春
棲
大
學
を
開
講
し
、
同
じ
く
九
年
薗
洲
中
風
に
罹
り
し
よ
り
、
代
つ
て
易
博
を

講
ず
。
竹
山
は
預
人
な
れ
ば
其
専
職
は
公
務
に
あ
れ
ど
、
學
主
の
春
槻
病
身
の
盆
に
臨
時
に
易
博
の
助
講
師
々
な
り
け

る
添
、
喪
肝
十
一
年
九
月
以
後
、
二
七
の
朝
講
は
竹
山
引
受
け
、
其
後
蘭
洲
も
物
故
せ
し
よ
り
、
預
人
を
以
て
教
授
を

I、



枚
と
、
咆
刷
等
は
取
止
め
て
、
元
敷
地
の
儀
に
、

九 講
堂
學
寮
等
を
も
増
建
ず

月
、
學
校
納
岡
而
を
苑
出
ず
べ
し
と
あ
り
。
因
て
懐
癒
堂
元
敷
地

二
十
坪
の
上
に
硲
地
を
願
ひ
て
、
迎
廟
拝
殿
文

一
先
づ
大
阪
に
鮎
り
、
表
立
ち
て
町 期

生
徒
日
に
進
み
て
盛
を
一
時
に
嗚
ら
ず
に
至
れ
り
。

兼
ね
、
近
思
録
其
他
の
諸
ボ
ロ
を
講
じ
た
り
と
い
ふ
。
春
棲
卑
主
た
る
事
二
十
五
年
に
し
て
天
明
二
年
十
月
歿
ず
。
春
棲

を
も
開
き
、
朔
日
、

と
た
り
、
預
人
を
兼
ね
た
り
。
春
樅
學
士
た
り
し
間
は
、
竹
山
は
預
人
な
り
、
後
湘
な
り
、

謡
の
如
く
た
ら
ず
、
敦
授
片
手
に
粋
述
に
従
事
し
て
獨
り
偏
法
を
守
り
し
が
、
此
に

僻
風
を
振
興
ず
べ
き
を
述
べ
、
諸
圃
志
も
其
揺
に
従
へ
り
。
竹
山
は
學
間
の
宗
旨
を
明
か
に
せ
ん
が
盆
に
、
先
づ
白
鹿

の
朝
講
は
尚
翡
、
夜
講
は
近
思
録
、
其
他
、
伊
洛
淵
源
録
の
合
談
、

り
て
學
校
建
立
の
趣

を
始
め
、
廻
に
詩
會

十
五
日
の
休
日
の
外
は
、
間
断
な
く
學
課
を
督
拗
せ
し
か
ば
、
宿
弊
一
洗
し
て
、
累
風
大
に
振
ひ

宵JU
政
四
年
五
月
、
大
火
の
盆
に
懐
癒
常
も
全
部
類
燒
し
、
重
立
ち
た
る
同
志
も
火
災
に
羅
ら
ざ
る
た
し
。
竹
山

の
心
配
は
取
校
の
再
建
な
り
。
享
保
の
前
例
も
あ
れ
ば
公
儀
普
請
を
願
ふ
の
外
な
く
、
尚
此
機
會
に
學
校
を
懺
張
せ
ん

と
思
ひ
、
城
代
堀
田
侯
に
内
願
し
、
堀
田
侯
の
賛
同
を
得
て
、
業
翁
公
及
び
松
平
和
泉
守
、

し
て
學
稜
再
興
を
願
出
し
に
、

何
れ
も
附
交
の
諸
侯
た
れ
ば
願
怠
を
間
器
か
れ
、

奉
行
所
に
願
出
づ
べ
し
と
の
沙
汰
な
り
。

庫
敦
授
住
宅
等
を
も
建
築
ず
べ
き
納
岡

堀
田
相
模
守
な
ど
に
出
人

よ
っ
て
直
に
町
奉
行
所
に
願
・
出
で
、
是
の
歳
は
何
の
事
も
た
く
、
翌
五
年
三

の
開
講
、
左
博
の

洞
學
規
を
互
板
に
新
刻
し
、
開
講
の
日
、

之
を
講
常
の
梢
上
に
掲
示
し
、
以
て
程
朱
の
學
を
標
榜
せ
り
。
此
よ
り
二
七

歿
後
は
竹
山
伏
り
て

に
返
り



閲
西
唯
一
の
學
府
の
煎
鎮
た
り
き
。

べ
き
納
闘
一
枚
と
の
二
通
を
差
出
し
た
り
。

ざ
れ
ど
両
三
見
軟
の
楚
廻
を
命
ぜ
ら
れ
、
誠
額
に
誡
額
を
重
ね
て
三
年
の

哀
願
に
鼠
ち
得
し
所
、
僅
々
三
百
雨
の
補
助
に
過
ぎ
ず
、
所
詮
豫
定
の
枝
舎
再
築
は
出
来
難
き
も
、
年
9

心
政
七
年
八
月
絣

始
、
先
づ
學
校
よ
り
宥
手
し
、
次
に
門
塀
、
次
に
玄
間
講
常
、
東
西
房
に
及
び
、
追
々
廷
立
し
て
、
翌
八
年
七
月
竣
工

雨
の
外
は
、

詞
志
門
人
の
側
き
に
て
滞
な
く
清
今
た
り
し
は
、
竹
山
の

學
徳
カ
ロ
軍
に
依
れ
り
。
蓋
し
梵
地
の
賽
肝
度
の
講
舎
改
築
と
並
ん
で
永
く
銘
記
ず
べ
き
事
柄
た
り
。

党
政
八
年
に
摩
校
再
建
成
就
し
て
、
竹
山
の
志
成
り
し
と
共
に
、
長
子
焦
園
の
天
才
人
に
絶
し
、
學
業
大
に
進
み
け

れ
ば
、
翌
九
年
八
月
を
以
て
竹
山
四
退
を
告
げ
、
蕉
園
を
し
て
家
名
を
相
紹
せ
し
む
。
尤
も
學
主
は
竹
山
に
し
て
、
學

校
預
人
の
名
義
は
之
を
蕉
園
に
誤
れ
り
。

哉
館
に
在
り
し
炉
、

ざ
れ
ど
蕉
園
は
享
和
三
年
八
月
を
以
て
逝
き
、
竹
山
も
亦
蕉
園
病
歿
の
翌
年

な
る
享
和
四
年
、
即
ち
文
化
元
年
二
月
を
以
て
懐
徳
堂
の
正
朕
に
終
れ
る
よ
り
、
其
逍

月
々
四
九
の
講
府
の
み
は
受
持
ち
た
り
き
。

一
時
竹
山
の
不
在

rl
攣
校
の
懺
話
を
謡
し
き
。

此
に
再
び
股
軒
と
慎
稔
常
と
の
闊
係
を
生
じ
た
り
。

元
来
股
軒
も
竹
山
と
圃
じ
く
幼
よ
り
懐
稔
常
に
育
ち
し
も
、
二
男
の
事
と
て
肛
事
は
表
而
學
校
の
事
に
携
は
り
し
こ
と

ざ
れ
ど
股
軒
は
本
来
水
哉
館
に
割
掠
せ
し
よ
り
、
文
化
元
年
竹

山
逝
去
に
至
る
迄
の
三
十
六
七
年
間
は
全
然
懐
徳
常
に
闊
係
せ
ざ
り
き
。
股
軒
の
慎
稔
常
講
緑
は
何
年
迄
網
紹
せ
し
や

記
録
な
し
。
前
空
ず
る
に
似
伯
咄
は
竹
山
死
ず
る
も
、
股
軒
協
然
と
し
て
猶
存
ぜ
し
間
は
、
江
戸
の
口
曰
平
艇
と
翌
時
し
て

な
く
、

工
費
紺
計
七
百
餘
金
に
及
び
し
に
、
公
金

に
よ
り
弟
股
軒
和
泉
町
の
水

-
0
 



寒
呆
、
桐
園
の
懐
低
常
を
管
叫
せ
し
は
、

菜
と
し
て
、
寒
泉
、
桐
園
の
り
を
瑚
し

――
 

、
以
て
趾
閤
ず
る
所
あ
ら
し

．
に
程
朱
を
尊
作
し
て
、
多
岐
に
渉
ら
ず
、
門
下
に
諜
ず
る
に
続
史
兼
修
を
以
て
し
、
詣
手
は
対
ば
ず
。
宜
攣
判
行
を
主

と
し
て
、
文
雌
に
悠
せ
低
行
に
疎
な
る
を
厭
ふ
。
嬰
ず
る
に
、
碩
呆
以
来
附
鎮
退
嬰
の
力
針
に
出
で
、

林
の
槻
菜
を
紹
ぎ
、
學
風
の
醇
粋
を
期
し
て
、
人
を
し
て
正
攣
此
に
在
る
を
知
ら
し
め

め
し
は
、
枇
道
人
心
に
稗
従
せ
し
こ
と
勘
か
ら
ず
。
而
し
て
懐
徳
常
掠
尾
の

ー・ヽ
―

し
A.1
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其
風
を
守
り
、
限
校
の
中
に
割
腺
せ
し
か
ば
、
竹
山
時
代
の
大
學
は
此
に
名
買
共
に
一
郷
佼
と
は
揺
｀
孔
り
。
然
れ
ど
偏

よ
り
、
明
治
二
年
に
至
る
三
十
年
間
な
り
。
寒
呆
の

鯰
せ
し
炉
、
碩
果
歿
後
、
桐
園
を
限
稜
預
人
と
鯰
し
、
寒
泉
は

は

せ
し

ふ
て
嗣
と

り
。
碩
果
は
天
保
十

て
刷
と
な
し
、
碩
呆
は
敦
授
、
～
寒

を
府
米
に
博
へ
て
｀
水
侃
愉
ら
さ
ら
ん
こ
と
を
戚
筋
ぜ

文
政
八
年
六
月
は
慎
稔
常
が
盛
府
の
官
許
を
得
た
り
し

に
常
り
し
よ
り
、

共
旨
川
出
け
れ
ば
、
市
歩
よ

め
ん
こ
と
は
何
人
も
困
難
を
免
れ
ず
。
碩
果
は
此
困
難
な
る
時
代
の

業
を
保
持
ず
る
に
力
め
、
高
く
自
ら
標
誼
し
て
四

jj
俗
仙
と
交
滸
せ
ず
、

り
緒
を
爪
く
る
こ
と
永
久
に
し
て
先
菜
を
喉
ざ
ゞ
る
を
質
し
、

年
一
二
月
、
病
歿
せ
り
。
是
よ
り
先
き
奸
の
並
河
寒
泉

呆
は
攣
校
預
人
と
な
り
し
が
、
後
寒
呆
本
奸
に
復
せ
し
よ
り
、
臭
に
従
弟
柚
園
の
子
後
桐
園
と

と
な
れ
り
。 捻

常
の
墨
風
斯
に
喰
り
て
又

せ
り
。

と
た
り
し
よ
り

預
人
簾
敦
授
た
り
し
は
竹
山
の

七
千
碩
呆
た
り
き
。
竹
山
、

脱
軒
の
盛
時
に

竹
山
歿
後
の
懐
低
堂
は
別
に
根
士
を
巫
叫
か
ず
し
て
預
人
と
紋
授
と
よ
り
成
り
、
敦
授
は
股
軒
な
り
し
が
、
股
軒
歿
後

て
仮
捻
常
の
名
性
を
赫
々
た
ら
し

怜
守
し
て
既
成
の



講
畢
り
て
後
、
懐
掠
常
師
偏
諸
先
生
の
腐
に
公
祭
を
學
行
せ
ば
や
と
の
議
、
期
せ
ず
し
て
衆
口
よ
り
骰
し
、
全
會

之
を
可
決
せ
り
。
是
よ
り
先
き
、
中
井
竹
山
の
曾
孫
中
井
木
菟
麿
君
は
重
野
成
齊
の
紹
介
を
以
て
、
大
阪
市
史
編
纂
貝

幸
田
成
友
君
と
共
に
両
村
芍
を
訪
ひ
て
、
懐
組
常
公
祭
の
學
に
謀
り
及
べ
り
し
が
、
時
未
だ
到
ら
ず
し
て
其
事
中
較
ぜ
り

明
治
四
十
―
―
一
年

し
は
、
文
庫
の
建
築
、
逸
史
の
上
木
、
地
廟
創
建
の
企
等
た
り
き
。
伏
見
烏
列
の
戦
あ
り
て
、
大
阪
も
人
心
掏
々
、
懐

低
常
も
一
時
業
を
休
み
て
あ
り
け
る
が
、

政
維
新
の
後
は
、
卑
間
上
に
も
大
影
智
あ
り
て
、
新
し
き
を
尚
び
、
附
き
を
厭
ふ
時
代
の
傾
向
は
、
洋
學
の
天
下
と

な
り
、
懐
徳
常
も
門
前
の
省
羅
を
奈
何
と
も
ず
る
能
は
ず
、
頸
線
の
支
持
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
、
校
門
を
閉
せ
し
は
明

治
二
年
十
二
月
、
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や
が
て
騒
颯
も
鎮
ま
り
し
よ
り
、

以
前
の
如
く
敦
授
を
始
め
た
り
。
此
頃
に

の
懐
徳
常
へ
台
臨
あ
ら
せ
ら
れ
し
こ
と
な
り
。

致

一
時
巖
絶
の
已
む
な
き
に
平
れ
り
。
懐
癒
創
立
の
享
保
九
年
を
去
る
こ
と
一
百
四
十
有
六
年
な
り
。

新

懐

徳

堂

浩

革

略

懐
徳
常
學
徒
離
散
し
て
、
絃
誦
の
押
を
絶
つ
こ
と
四
十
年
に
し
て
、
復
興
の
氣
蓮
は
丑
紘
に
復
た
開
け
ぬ
。
而
し
て
宜

に
其
端
を
大
阪
人
文
會
に
骰
せ
り
。
人
文
合
は
前
大
阪
府
立
闘
内
館
長
今
井
貰
一
君
の
首
唱
に
係
り
、
大
阪
人
文
の
骰

逹
を
討
査
し
、
間
幽
骰
微
、

以
て
文
化
と
風
敦
と
に
貫
獣
せ
ん
と
ず
る
在
阪
好
學
の
十
よ
り
成
り
し
も
の
な
り
。

月
、
合
貝
西
村
時
彦
君
、
其
例
會
に
於
て
懐
癒
堂
敦
授
た
り
し
五
井
薗
洲
の
側
を
講
演
せ
し
に
、

於
け
る
特
喩
ず
べ
き
事
柄
は
明
治
元
年
の
山
階
宮
晃
親



日
よ
り
六
日
に

令
'
~

／ー 入
明
治
四
十
四

七
十
名
の
多
き
に
上
れ
り
。

此
に
全
り
て
人
文
合
首
唱
宜
行
の
表
に
任
ず
る
こ
と
＼
た
り
し
は
會
貝
全
骰
の
篤
志
に
出
づ
る
な
り
。
是
れ
宜
に
懐
徳

復
興
の
濫
郎
に
し
て
、
又
現
在
懐
伯
常
記
念
會
別
立
の
骰
端
な
り
。
人
文
會
の
議
に
曰
く
、
懐
唸
堂
は
盛
府
の
保
詭

と
志
あ
る
市
民
の
協
JJ
と
に
成
り
し
公
立
の
學
間
所
な
り
。
然
れ
ば
公
祭
は
大
阪
人
文

大
阪
府
紋
育
會
は
勿
論
、
懐
徳
常
に
緑
故
深
き
鴻
池
善
右
衛
門
君
、
住
友

う
て
骰
起
人
た
ら
ん
こ
と
を
以
て
ず
べ
し
と
。
囚
り
て
詞
年
九
月
、
西
村
時
彦
君
は
會
の
決
議
~
を
僻
ら
し
て
、
歴
訪

し
、
此
の
學
の
椛
道
人
心
に
大
な
る
闊
係
あ
る
を
賛
し
、
柄
て
骰
起
の
責
に
任

ず
べ
し
と
の
快
諾
を
得
た
り
。
斯
く
て
九
月
一

十
五
日
骰
企
人
會
を
開
き
、
其
互
選
に
由
り
、
住
友

を
副
合
頭
に
推
し
、
會
則
を
議
定
し
、
合
に
命
く
る
に
懐
捻
常
記
念
會
の
名
を
以
て
ぜ
り
。
か
く
て

の
成
立
す
る
や
、
先
づ
之
を
中
井
家
逍
族
及
び
佑
故
に
告
知
し
、
會
の

旨
と
ず
る
報
本
反
始
の
義
を
明
か
に
し
、

次
に
新
間
紙
上
に
て
會
の
成
立
を
江
湖
に
告
白
し
、
又
累
術
講
演
合
を
開
き
て
、
合
の
趣
旨
を
普
及
し
、
汎
く
有
志
の

を
側
誘
せ
し
か
ば
、

を
得
る
こ
と
、
南
は
九
州
、
北
は
北
悔
道
に
亙
り
、
特
別
會
貝
六
百
一

十
二
名
、
普
通

十
月
五
日
、
懐
捻
常
間
講
記
念
日
を
以
て
、
大
阪
市
公
合
常
を
川
ひ
て
祭
場
と
し
、
、
儲
霰
に
依
り
て

祭
典
を
執
行
し
、
六
日
七
日
の
雨
日
を
以
て
、
東
西
雨
大
學
の
碩
學
を
聘
し
て
、
記
念
學
術
講
演
合
を
開
き
、

頭
に
小
山
健

る
の
間
、
中
井
家
を
始
め
諸
家
襲
蔵
の
懐
徳
常
先
督
逍
北
ぃ
逍
物
を
展
観
し
、
吏
に
懐
徳
堂
師
偏
の
逍

罰
謎
せ
し
に
、
皆
深
肛
な
る
伺
揺
を

伺
月
一

左
衛
門
君
を
會

左
衛
門
君
を
初
と
し
て
、
詞
志
の
紳
十
に

の
私
す
べ
き
に
非
ず
し
て
、



著
十
種
（
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
、
梵
泄
先
生
五
孝
子
他
、
富
貴
村
良
農
中
吠
、
竹
山
先
生
蒙
養
篇
、
貞
婦
記
録
、

蘭
洲
先
生
苔
話
、
線
語
通
、
竹
山
先
生
雙
陰
梨
、
國
字
賊
、
履
軒
先
生
論
語
逢
原
）
を
選
採
編
纂
し
て
、
懐
徳
常
逍
害

明
治
四
十
五
年
三
月
、
剰
餘
金
六
千
餘
薗
慮
分
協
議
會
を
闇
き
、
刹
餘
金
を
基
本
資
産
と
し
、
本
合
と
同
一
の
目
的

の
下
に
更
に
、
法
人
組
織
の
懐
稔
常
記
念
會
を
創
立
し
、
有
終
の
美
を
清
ざ
ん
と
の
議
を
決
し
、

事
あ
り
。
國
民
者
砒
を
喪
せ
し
が
如
く
、
荏
蒋
星
箱
を
見
む
。
大
正
二
年
六
月
に

鈴
案
を
可
決
し
、
財
間
法
人
慎
低
常
記
念
會
設
立
青
と
し
て
、
永
田
仁
助

を
理
事
長
に
選
息
し
、

九
月
一
日
法
人
登
記
を
得
た
り
。

議
舷
に
決
し
、
同
年
十
月
地
鎮
祭
を
執
行
し
、
圃
五
年
九
月

t
を
竣
ふ
。
是
れ
複
興
さ
れ
た
る
今
の
懐
邸

に
於
て
か
敦
授
を
聘
し
、

の
推
班
に
幾
多
の
時

11
を
費
せ
し
時
、
恰
も
明
治
犬
皇
登
返
の

天
迎
に
逹
し
、

詞
年
三
月
五

H
金
或
百
闘
を
下
賜
せ
ら
る
。
圃
四

t
と
し
て
請
義
の
事
に
常
り
、
常
務
統
理
の

廣
島
高
等
師
範
學
校
敦
授
文
學
十
松
山
直
蔵
君
を
聘
し
て
榎
稔
常
敦
授
と
ず
。
是
よ
り
先
き
、
十
月
十

年
六
月
、
講
堂
敷
地
と
し
て
府
立
大
阪
博
物
場
西
北
隅
な
る

日
間
堂
式
を

に
任
ぜ
し
ひ
る
の
議
を
決
し
、
詞
年
十
二
月

な
り
。
＂
是

六
十
一
坪
の
無
賀
使
川
許
可
を
得
、

懐
組
嬢
重
建
の

大
正
三
年
本
會
の
目
的
及
事
業
の
計
叢
畏
く
も

兵
衛
君
、
廣
岡
恵
三
君
を
推
し
、
圃
月
三
十
日
法
人
設
立
を
出
願
し
、

八
月
二
十
日
許
可
せ
ら
る
。
次
で
永
川
仁
助
右

手
に
な
れ
る
奇
附
行
盆
案
の
脱
稿
を
見
し
も
、
設

と
題
し
記
念
刊
行
ぜ
り
。

、
内
村
時
彦

:qt 
”上

、
今
升

、
水
落
庄

り
て
協
議
會
を
開
き
て
、
少
貨
附
行

一
四

五
月
に
至
り
委
員
の



M
十
一
年
十
月
八
日
午
前
記
念
祭
杞
典
を
行
ひ
、

午
後
孔
子
歿
後

増
加
し
日
附
朝
講
を
合
せ
て
鉦
逍
四
詞
と
ず
。

．
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の
日
を
以
て
、

紋
育
勅
語
を
棒

外:

四

ーし
苔
H

一
五

の
忙
式
と
定
む
。

し
て
孔
子
祭
を
行
ふ
。

詞
月
よ
り
定
日
講
義
を

常
ず
る
を
以
て
、
勅
語
捧

を
畢
行
し
、

西
村
講
師
勅
語
を
謹
講
ず
。
十
二
月
武
内
溝
師
友
那
よ
り
鮎
る
。

本
常
先
師
偏
詣
先
生
の
附
位
を
恨
告
ず
。

十
月

゜

2

る

^

L

j

 

を
↑
仰
せ
、
し

一
十
日
敦
育
勅
語
淡

二
十
年
に
相

圃
九
年

敦
師
を
僻
ず
、

開
く
。

九
月
よ
り
日
曜
朝
請
を
開
始
ず
。

同
八
年

月
波
多
野
七
蔵

十
月
十
四
日
記
念
祭
位
典
を
行
ふ
。

を
開
始
ず
。
京
都
帝
國
大
學
助
敦
授
文

同
六
年
一
月
、

會
ず
。

會
計
規
則
、

田
鋭
雄

士
武
内
義
雄
君
に
講
師
を
闊
託
し
、
支
那
に
留
學
せ
し
む
。

吉
澤
義
則

を
敦
師
と
ず
。

十
月
十
日

忙
典
を
行
ひ
、

兼
ね
て

學
行
し
、
十
一
月
四
日
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
敦
授
を
聘
し
、
定
期
學
術
講
演
會
第
一
詞
を
開
き
、
爾
来
悔
月

艇
げ
松
山
教
授
大
學
首
章
を
請
ず
。
同
年
四
月
素
讀
科
を
設
け
、
波
多
野
七
蔵
君
に
教
師
を
鴨
託
ず
、

に
講
師
を
鴨
託
し
て
、

五
月
よ
り
萬
葉
集
請
義
を
開
始
ず
。

月
吉
澤
義
則
君
講
師
を
僻
す
。
第
三
高
等
學
校
教
授
文
學
士
林
森
太
郎

四
月
通
俗
講
演
規
定
を
定
め
、
六
月
第

回
通
俗
講
演
を

講
義
規
則
を
定
む
c

理
事
西
村
時

に
講
師
を
闊
託
ず
。
三
月
文
學

に
請
師
を
懸
託
ず
。

五
月
よ
り
敦
授

一
月
二
十
七
日
間
講
式
を

~. 
一
匝
開



部
を
碩
園
記
念
文
庫
の
名
を
附
し
て
保
存
ず
べ
く
、
本
會
に

附
せ
ら
る
。

lnl
月
十
八
日
、
永
田
仁
助
君
よ
り
漢
學
奨

年
家
祭
を
常
に
行
ふ
。

八
月
五
日
よ
り
十

成
る
。

年
記
念
事
業
の
二
た
る
校
印
論
語
義
疏

十
一
日
元
老
松
方
決
爵
常
に
臨
み
、
常
内
一
巡
の
後
常
の
事
業
現
況
に
つ
き
て
教
授
の
説
明
を
傾
蝕
せ
ら
る
。

同
十
二
年
三
月
武
内
義
雄
打
東
北
帝
國
大
學
敦
授
に
任
而
せ
ら
る
。

M
年
四
月
大
阪
高
等
學
校
紋
授
文
諏
工
L

財
津
愛

象
、
文
學
士
稲
東
猛
二
君
に
請
師
を
腿
託
ず
。

本
會
事
業
の
状
況

集
各
第
一
輯
成
る
。

詞
月
よ
り
師
逍
―

lnl
文
科
講
義
を
開
始
ず
。

Inl
七
月
二
十
七
日
畏
く
も

天
舷
に
逹
し
、
金
参
千
闊
を
下
賜
せ
ら
る
。
十
一
月
古
川
鋭
雄

外
研
究
貝
を
命
ぜ
ら
れ
、
支
那
に
阿
け
出
骰
ず
。

同
十
三
年
五
月
二
十
二
日
江
木
文
部
大
臣
常
に
臨
み
、
常
内
を
一
巡
し
て
後
、
然
心
に

て
紋
授
の
諒
明
を
迎
取
せ
ら
る
。

十
二
月
孔
子
歿
後
二
千
四

七
月
三
十
日
宮
内
省
御
川
掛
に
し
て
本
令
の
評
議
貝
兼
請
師
な
る
西
村
時
彦
君
歿

す
。
八
月
十
日
逍
骨
を
堂
に
安
罹
し
、
翌
日
氾
悼
祭
並
に
告
別
式
を
行
ふ
。

同
十
四
年
六
月
、
講
師
吉
田
鋭
雄
右
支
那
よ
り
節
る
、

七
月
二
十
九
日
西
村
家
の
請
に
依
り
故
西
村
時
彦
君

二
日
に
至
る
一
逍
間
、
支
那
學
講
習
會
を
本
常
に
開
く
。

の
梢
革
事
業
現
況
に
つ
き

助
教
授
と
ず
。
慎
低
常
文
科
限
術
講
演
梨
圃
百
科
通
俗
講
演

九
月
七
日
、
故
両
村
拇
十
記
念
會
よ
り
、
同
拇
士
附
蔵
内
全

拗
の
総
め
、
奨
學
資
金
五
萬
間
を
需
附
せ
ら
る
。
十
月
二
日
江
木
司
法
大
臣
常
に
臨
み
、
常
内
一
巡
の
後
、
教
授
よ
り

の
消
革
事
業
現
況
に
つ
き
て
説
明
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
。

を
講
師
と
ず
。

Inl
月
文
部
省
在

一
六



る
。
十
JJ
十
日
評
誠
貝
野
々
村
政
也
社
狸
事
に
就
任
ず
。

り

i
1
1
J
 

七

二
日
記
念
祭
恢
典
を
行
び
、
俳
せ
て
物
故
教
授
文
累

拇
士
秋
月
胤
獄

を
講
師
に
閾
託
ず
。

六
月
四
日
今
上
犬
阜
陛
下
大
阪
に
行
ゃ
、
廿
鈴
寺
侍
従
を
差
泄
あ
ら
せ
ら

圃
四
年
四
月
一
日
大
阪
高
等
収
校
敦
授
文
匁
じ
財
律
笈
象

を
聘
し
て
教
授
と
ず
。

詞
日
大
阪
高
等
卑
校
教
授
文
學

君
歿
ず
。

亡
の
謡
に
日
曜
朝
講
を
巖
ず
。
十
月
九
日
理

小
介
正
忙
君
理

に
就
任
ず
。

十
二
月
十
二
日
講
師
文
學
士
柄
束
猛

昭
和
二
年
三
月
十
日
理
事
長
永
田
仁
助
君
歿
ず
。

四
月

一
十
三
日
敦
授
文
攣
博
十
松
山
直
蔵
君
歿
ず
。
松
山
敦
授
死

ず。

日
久
遁
宮
家
よ
り
金
壺
萬
疋
を
下
賜
せ
ら
る
。

名
、
物
故
功
傍
肴
住
友
古
左
衛
門
吐
5

外
七
名
の
伶
祀
を
な
し
、
併
せ
て
別
匁
二
百
年
、
重
紐
十
年
の
記
念
式
典
を
學
行

駆
並
研
究
室
工
を
竣
る
。
十
一
月
六
日
記
念
祭
恢
典
を
執
行
し
、

常
軍
紐
後
に
於
け
る
紛
故
講
師
西
村
時
彦
君
外

念
〈
胃
奉
祀
規
定
を
定
む
。

九
月
懐
捻
常
漢
根
奨
励
規
定
並
詞
給
奥
規
定
及
び
慎
徳
常
職
制
を
定
む
。

十
月
三
十
一
日

な
ど
を
台
覧
に
供
し
、

今
井
理
事
、

松
山
敦
授
交
々
御
誂
叫

Ell
し
上
ぐ
。

七
月
慎
捻
常
文
庫
閲
党
規
則
及
び
慎
岱
常
記

本
常
に
て
現
に
行
び
つ
＼
あ
る
事
菜
の
大
要
を
御
虚
叫

111
し
上
げ
、

尚
仮
徳
常
逍
内
、
記
録
、
懐
徳
常
記
念
會
出
版
物

逍
宮
殿
下
詞
妃
殿
下
御

M
列
に
て
本
常
に
成
ら
せ
ら
る
。

松
山
敦
授
よ
り
懐
捻

の
崩
史
、

懐
稔
常
記
念
會
の
由
来
、

明
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。

五
月

十
七'

゜ヽ傾
低
常
湘
庫
並
研
究
室
地
鎮
祭
を
執
行
ず
。
六
月
一
日
起

t
ず。

同
十
五
年
四
月
十
六
日
杵
槻
紺
理
大
臣
常
に
臨
今
、

常
内
を
一
巡
せ
ら
る
。

七
日

久

常
の
事
業
現
況
に
つ
き
て
紋
授
よ
り
諒



ず。
り
肖
懐
徳
常
逍
物
一
部
四
十
七
貼
の
寄
贈
を
受
＜
゜

博
士
松
山
直
蔵
君
、

講
師
栢
束
猛
君
外
四
名
、
政
に
物
故
功
努
者
永
田
仁
助

同
五
年
三
月
五
日
理
事
田
中
隆
三
君
僻
任
ず
。
四
月
二
十
四
日
哩
事
野
々
村
政
也

同
六
年
五
月
一
日
田
中
文
部
大
臣
来
常
、
財
津
敦
授
本
常
事
業
に
付
誂
明
す
。

日
本
常
に
於
て
故
財
津
敦
授
の
告
別
式
を
執
行
ず
。

吾
君
来
堂
、

十
月
四
日
財
津
敦
授
歿
ず
。
十
月
七

十
月
十

Fl
評
議
員
江
崎
政
忠
打
理
れ
に
就
任
ず
。

同
七
年
九
月
一
日
元
大
阪
朝
日
新
間
計
作
天
支
局
長
岡
山
源
六
君
を
講
師
に
闊
託
ず
。
十
月
二
十
六
日
伯
爵
浦
補
奎

小
介
理
事
長
、
今
井
理
事
本
常
事
業
に
付
説
明
ず
。
十
二
月
―
―
―
十
一
日
講
師
林
森
太
郎
君
僻
任
ず
。

同
八
年
三
月
一
日
元
熱
田
中
學
校
長
文
學
士
大
塚
末
雄
君
を
講
師
に
闊
託
ず
。
是
よ
り
定
日
請
義
を
師
週
四
回
と

ず
。
四
月
十
三
日
第
三
高
等
學
校
教
授
文
學
士
阪
介
篤
太
郎
君
を
請
師
に
嘱
託
ず
。
九
月
二
十
二
日
中
井
木
克
麿
君
よ

同
九
年
三
月
三
十
日
文
科
請
義
を
巖
ず
。
四
月
一
日
元
版
島
高
等
師
範
學
校
教
授
文
學
士
武
謀
長
平
君
を
講
師
に
鵬

託
ず
。
是
よ
り
定
日
講
義
を
据
逍
五
回
と
ず
。
但
し
通
俗
講
演
の
常
日
は
休
講
の
事
と
す
。

総
理
大
臣
鄭
孝
脊
君
来
堂
、
吉
田
助
教
授
本
常
事
業
に
付
説
明
ず
。
六
月
一

十
六
日
顧
間
文
學
拇
七
内
藤
虎
次
郎
君
歿

同
十
年
六
月
十
一
日
子
爵
齊
藤
店
君
来
堂
、
今
井
理
事
本
常
事
業
に
付
説
明
す
。
十
一

中
隆
三
君
文
部
大
臣
に
任
ぜ
ら
る
。

四
月
十
四
日
謝
洲
國
國
務

月
十
九

H

歿
ず
。

I¥ 

東
久
逍
宮
殿
下

を
奉
祀
す
。
十
一
月
二
十
九
日
理
事
田
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八
、
二

0

附
ヽ

年

安
井
大
阪
府
知
事
、
富
田
傍
察
、
土
居
経
済
雨
部
長
来
常
、
本
常
事
業
に
付
聴
取
せ
ら
る
。

務
網
理
大
臣
鄭
孝
行

に
需
せ
、
金
参
千
闘
を
本
常
基
金
と
し
て
寄
附
せ
ら
る
。
十
月
一
日
西
村
時

逍
著
碩
園
先
牛
逍
仏
五
冊
を
印
行
ず
。
圃
月
十
日
記
念
祭
典
拉
に
煎
建
一

軍
辻
懐
徳
常
竣

t

定
期
講
油
第

間
常
式
県
行

阿
間
合
、

府
有
地
無
償
借
川
許
可

爾
来
餌
月
二
阿
間
合

九

間

御

下

賜

財
間
法
人
慎
捻
常
記
念
會
設
立
許
可

,"r7 

ヽ
u
l
全
"

右
衛
門
君
外
四
人
を
奉
祀
ず
。

文
學
十
財
律
愛
象

、
顧
間
文
累
拇
十
内
脱
虎
次
郎

、
講
師
佐
々
木
忙
浦
君
外
六
人
、
競
に
拗
故
功
努
肴
男
爵
鴻
池

多
-if 

:

、

L
;

＂ヒ

内
を

A
f孔

同
十
一
年
四
月
十
四
日
北
平
泄
蔀
大
學
敦
授
劉
文
典

御
成
、

来
常
、

十
日
間
碩
園
文
耶
の
楚
僻
に
付
研
究
ず
。
六
月
十
日

小
介
理
事
長
、
今
井
理
事
本
堂
事
業
に
付
御
説
明
申
上
ぐ
。

八
月
十
七
日
消
洲
國
前
國

十
年
式
典
を
行
び
、
併
せ
て
物
放
教
授



一
四
、

―
二
、
―
二
、
-
0
、

1
0
、

九、 八、

1

‘ヽ
1

ノ 七
、
二
七

四、

‘
1
0
、

ヽ ヽ
四、 九、

/¥ 

金

参

千

闘

御

下

賜

文
科
講
義
開
始

教
育
勅
語
捧
讀
、

詞
増
加

式
學
行
後
勅
語
謹
講

敦
育
勅
語
謄
本
下
附

定
期
講
演
回
敗
を
増
加
し
て
師
逍
一
団
と
ず

日
曜
朝
講
開
始

八、

六、

通
俗
講
演
第
一
皿
聞
合
、
爾
来
据
月
一
回
間
會

六、 」、、
ーノ

五、

素
讀
科
開
始

五
、
―
二
、一

、
二
七

九
、
一

0
、

九
‘
1
0
、三

0

―
二
、
―
二
、

紋
育
勅
語
捧
珀
式
堺
行
、
雨
来
師
年
一
月
間
講
日
を
担
式
日
と
定
む

定
日
講
義
鉦
逍

孔
子
祭
執
行
（
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
事
業
之

校
印
論
語
義
疏
並
校
聞
記
成
る
〈
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
事
業
之
二
）

懐
徳
常
文
科
學
術
講
演
染
第
一
輯
、

M
百
科
通
俗
講
洞
集
第
一
輯
印
行

聞
講
式
學
行
、
溺
来
師
逍
二

lnI
定
日
請
義

文
學
十
松
山
直
蔵
君
を
聘
し
て
敦
授
と
ず
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四
、

一
四
、
一
四
、

0
、

1

ヽヽ
J

ノ 四、 四、

一
四
、
一
―
‘

一
五
、
一

0
、

一
五
、
一
―
‘

四 四

三
、
一
〇

四
、
一

0
、
―
二

六、

」、
i

ノ 七

九
ヽ

J¥ 

財
津
敦
授
歿
ず

今
上
犬
皇
陛
下
大
阪
に
行
幸
廿
麻
寺
侍
従
を
差
泄
せ
ら
る

物
故
敦
授
請
師
拉
に
功
努
者
六
人
を
奉
祀
ず

文
學
十
財
沖
愛
象
君
を
聘
し
て
教
授
と
ず

敦
授
文
學
圃
士
松
山
直
蔵

年
重
廷
十
年
記
念
式
典
を
行
ぴ
併
せ
て
物
故
講
師
蚊
に
物
故
功
芳
者
十
一
人

歿
ず
、
日
附
朝
講
を
巖
ず

理
事
長
永
田
仁
助
君
歿
ず

久

家
よ
り

を
賜
は
る

を
奉
祀
ず

J
 

刈
吐
~

^
J
足
i

淋
肛
並
研
究
宅
竣

t

久
遁
宮
殿
下
詞
妃
殿
下
台
臨

重
印
懐
捻
常

成
る

永
田
仁
助
打
よ
り
漢
累
奨
励
の
た
め
奨
匁
資
金
五
萬
闘
舟
附

し
、プ 八

ヽ

4: 

故
両
村
拇
十
記
念
會
よ
り

lnl博
士
逍
湘
全
部
を
得
贈

支
那
攣
講
習
合
を
聞
く



二
、
大
阪
先
賢
ノ
事
蹟
及
ビ
済
杏
ヲ
調
査
表
彰
ス

JV

コ
ト

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
一
條

――
‘
1
0
、
1
0

重
建
二
十
年
式
典
拉
に
物
故
敦
授
顧
間
講
師
功
傍
者
十
四
人
を
奉
祀
ず

本
會
＾
左
J

ガ
法
―
―
依
リ
、
國
民
道
徳
J

進
歩
ニ
カ
メ
、
累
術
ノ
骰
逹
ヲ
岡
リ
、
本
邦
文
化
J

向
上
―
―
資
ス

一
、
學
術
講
演
會
ヲ
開
ク
コ
ト

二
、
講
演
集
及
ビ
其
他
岡
曹
ノ
編
纂
出
版
ヲ
ナ
ス
コ
ト

目

的

1
0
、
九、 し
、ー し、プ
J¥ 
ヽ

0
、

第

碩
園
先
生
逍
集
成
る

二
、
一
九

東
久
逍
宮
殿
下
台
臨

六
、
二
六

鯰

寄

附

行

顧
間
文
累
拇
士
内
靡
虎
次
郎
茸
歿
ず

四、

定
日
講
義
を
鉦
逍
五
阿
と
ず

三
、
二
〇

文
科
講
義
を
巖
す

=: 
ヽ

定
日
請
義
を
師
週
四
回
と
ず



第
八
條

へr
~

士

H
'
理

叶i→ 事

七
人
以
内

第
九
條
本
合
―
―
左
ノ
役
貝
ヲ
附
ク

第

足ィー
人

基
木
財
産
＾
哩
事
會
ノ
決
謡
―
―
依
リ
、
動
産
ヲ
不
動
産
産
―
―
或
＾
不
動
産
ヲ
動
産
―
-

互
選
―
―
依
リ
内
一
人
ヲ
理

第
七
條

ノ
合
計
年
度
＾

四
月
一
日
―
―
始
リ
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
―
―
終
JV

第
六
條

"
1に
2
↓

‘

ノ
邸
”
4・
一
ノ

財
産
ョ
リ
生
ズ

JV

利
子
及

第
五
條
基
本
財
産
ノ
管
理
力
法
＾
狸
事
食
―
―
於
テ
之
ヲ
定
ム

第
四
條

第
三
條

本
會
＾
肉
懐
徳
常
記
念
合
ョ
リ
引
韻
ギ
ク
JV

金
六
千
同
及
ビ
有
志
者
ノ
寄
附
金
ヲ
以
テ
基
本
財
産
ト
ス

本
會
ノ

第

四

査

金

務
所
＾
大
阪
市
東
似
應
後
町
懐
徳

午
9
缶
牙

第
二
條
木
怯
人
（
懐
徳
常
記
念
合
卜
稲
ス

-'.'tr 牙J

名

父

ヵ

而

ハ

矛

）

稲

一
骰
ク

四
、
奨
學
金
ヲ
1
茫
出
シ
、
累
術
ノ
研
究
ヲ
奨
拗
ス
JV

コ
ト

卜

ス

ズ
JV

コ
ト
ヲ
得

ヨ
リ
生
ズ

JV

牧
入
ヲ
以
テ
之
―
―
充
ッ



第
十
六
條

第
十
五
條

第
十
四
條

附

則

三

十

人

事
ト
ジ
、
前
項
ノ
期
間
在
任
ス
、
理
事
ノ
任
期
詣
［
シ
ク
ル
ト
キ
又
＾
歓
貝
ヲ
生
ジ
ク
ル
時
＾
、
評
謡
貝
會
―
―
於
テ

維
持
會
員
中
ョ
リ
改
選
又
＾
補
級
選
學
ス
、
補
級
理
事
ノ
任
期
＾
前
任
者
ノ
歿
任
期
間
ト
ス

理
事
＾
本
財
附
ヲ
代
表
シ
テ
諸
般
ノ
事
務
ヲ
管
理
シ
、
理
事
長
之
ヲ
統
括
ス

本
法
人
設
立
ノ
際
二
於
ケ
ル
評
議
貝
＾
、
理
事
會
―
―
於
テ
閾
托
ス
、
評
議
貝
―
―
級
貝
ヲ
生
ジ
ク
ル
時
＾
、

評
議
貝
―
―
於
テ
維
持
會
貝
中
ョ
リ
補
餓
闊
托
ス

第
十
三
條

評
議
員
＾
木
財
間
ノ
重
要
事
項
―
―
闊
シ
謡
見
ヲ
述
べ
、

且
之
＞
ガ
協
議
―
―
應
ズ

幹
事
の
職
務
及
任
免
―
―
闊
ス

JV

規
定
＾
、
理
事
會
ノ
決
誠
ヲ
以
テ
別
―
―
之
ヲ
定
ム

木
會
―
―
金
壼
百
園
以
上
ヲ
寄
附
シ
ク
JV

者
及
評
議
貝
會
ノ
推
選
シ
タ
JV

モ
ノ
ヲ
以
テ
維
持
會
員
ト
ス

木
寄
附
行
盆
＾
理
事
會
ノ
決
議
―
―
依
リ
、

主
務
官
彪
ノ
認
可
ヲ
得
テ
幾
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第

六

章

維

持

合

貝

第
十
二
條

第
十
一
條

第
十
條
理
事
ノ
任
期
＾
二
年
ト
ス
、
但
シ
畑
測
期
再
選
ヲ
妨
ゲ
ズ
、
本
怯
人
設

評

議

員

ノ
際
―
―
在
テ
＾
、
設
立
者
ヲ
以
テ
理

ニ
四



Jレ

ベ
シ

第
七
條
月
四
月
九
月
＾
十
日
マ
デ
、

第
六
條

ャ
ニ
月
＾

モ
ノ
＾
父
兄
若
ク
＾
長
上
の
連

ヲ
両
女
ス

二
五

一
十
一
日
以
後
休
講
）
其
請
師
及
ビ
演
題
＾
豫
メ
之
ヲ
廣
告
ス

第
五
條
定
日
講
義
ノ
聴
講
生
タ
ラ
ン
ト
ス
JV

者
（
迎
講
志

（
翌
認
芦
）
ヲ
差
出
サ
ぐ
ヘ
シ
、
但
二
十
歳
未
瀾
ノ

第
四
條
定
日
講
義
ノ
課
程
及
ビ
敦
科
準
い
＾
別
二
之
ヲ
定
ム

第
三
條

リ
六
月
末
日
マ
デ
ヲ
第
二
期
ト
シ
、

九
月
一
日
ョ
リ
十
二
月
一

十
日
マ
デ
ヲ
第
三
期
ト
ス

土
曜
講
演
＾
師
月
餌
逍
土
曜
日
、
通
俗
請
演
＾
征
月
第
三
火
曜

H
之
ヲ
公
間
ス
（
但
七
八
雨
月
（
休
講
、

講
演
ノ
鵡
講
者
＾
聴
講
布
名
箭
―
―
住
所
職
菜
氏
名
ヲ
目
堺
シ
杵
ク
＾
住
所
職
業
ヲ
附
記
セ
Jv

名
刺
ヲ
差
出
サ

定
日
講
義
＾
一
ケ
年
ヲ
三
期
―
―
分
チ
、

月
十
一
日
ョ

9
-
―
一
月
末
日
マ
デ
ヲ
第

第
二
條

本
堂
ノ
講
義
講
演
（
定
日
講
義
、

第
一
條
本
堂
（
低
性
ノ
涌
養
學
術
ノ
研
究
ヲ
目
的
ト
シ
左
ノ
請
義
講
演
ヲ
ナ
ス

（二）

土
晰
講
演
、
通
俗
講
油
ノ
三
種
ト
ス

請

義

請

油

規

則

規

則

並

規

定

開
ト
シ
、

J
 

四
月
十

日
ョ



第
一
條

懐
徳
常
文
附
（
特
―
―
漢
學
ヲ
研
究
ス
JV

人
々
ノ
ク
メ
―
―
之
ヲ
公
開
ス

懐
徳
堂
文
廊
閲
壼
規
則

一
、
素
詔
科
修

f
者
―
―
こ
修
業
證
咽
ロ
ヲ
授
凱
ロ
ス

一
、
素
讀
生
＾
授
業
料
ヲ
要
セ
ズ

一
、
素
讀
生
ご
謝
十
二
年
以
上
十
八
年
以
下
ノ
モ
ノ
―
―
限
ル

一
、
素
讀
生
ク
ラ
ン
ト
ス
ル
者
＾
父
兄
又
＾
後
見
人
述
暑
ノ
志
望
内
ヲ
差
出
ス
ベ
シ

一
、
素
讀
科
＾
餌
逍
月
、
木
、

土
曜
日
ノ
―
―
一
回
午
後
一
時
ョ
リ
同
六
時
マ
デ
ノ
間
―
―
於
テ
来
常
順
―
―
之
ヲ
授
ク

一
、
素
讀
科
＾
孝
経
四
咽
口
五
純
筈
ヲ
課
ス

’’’’’ -
素

諮

科

規

則

ト
ア
JV

ベ
シ
其
規
定
＾
臨
時
之
ヲ
定
ム

第
九
條
木
堂
―
―
於
テ
特
殊
ノ
研
究
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル

割
合
ヲ
以
テ
一
期
分
宛
納
入
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

川
紙
＾
本
堂
之
ヲ
交
附
ス
）

ノ
盆
―
―
特
別
講
義
ヲ
ナ
シ
一
定
ノ
期
間
臨
時
講
演
ヲ
開
ク
コ

第
八
條
本
常
講
演
ノ
聴
講
＾
無
料
ト
ス
、
定
日
講
義
聴
講
生
＾
常
費
ト
シ
テ
鋸
期
ノ
始
メ
ニ
於
テ
一
ヶ
月
咸
拾
錢
ノ

二
六



第
十
條
閲
党
（
無
料
ト
ス

ア
ル
ベ
シ

四
懐
徳
堂
記
念
會
奉
祀
規
定

第
九
條
圃
時
―
―
閲
唸
シ
得
ベ
キ
人
貝
＾
十
人
ヲ
限
リ
ト
ス

シ
之
―
―
超
過
ス
JV

ト
キ
＾
一
時
閲
党
ヲ
謝
紐
ス
JV

コ
ト

指
母
ヲ

ケ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
＾
文
庫
係
ヲ
通
ジ
テ
其
旨
申
出
デ
ラ
ル
ベ
シ

第
八
條
閲
克
者
（
研
究
事
項
―
―
闊
シ
指
導
ヲ
受
ク
JV

コ
ト
ヲ
得

但
研
究
事
項
―
―
ョ
リ
テ
＾
此
ノ
限
―
―
ア
ラ
ズ

第
七
條

一
時
―
―
閲
覧
シ
得
ベ
キ
曹
籍
＾
五
部
ヲ
以
テ
定
限
ト
ス

第
六
條

第
五
條

第
四
條
閲
覧
闘
瞥
＾

第
三
條

閲
党
ヲ
志
望
ス
ル
モ
ノ
＾
閲
党
志
望
湘
ヲ
出
シ
敦
授
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ベ
ジ

外
―
―
帝
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ズ

―
―
於
テ
閲
四
11Ju

ス
ベ
シ

閲
克
者
（
許
可
ナ
ク
シ
テ
妄
リ
一
一
文
附
内
一
ー
出
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

閲
党
者
＾
閲
覧
猥
―
―
湘
名
並
―
―
姓
名
ヲ
記
人
シ
文
庫
係
―
―
差
出
ス
ベ
シ

閲
党
者
＾
備
付
ノ
名
箭
―
―
姓
名
ヲ
記
人
シ
所
定
ノ

但
復
伯
常
舷
講
生
並
―
―
常
友
令
貝
＾

第
二
條

； 

ヲ
出
ス
ヲ
要
セ
ズ
文
躯
係
―
―
其
旨
巾
出
デ
ラ
ル
ベ
シ



枕

草

子
〈
阪
倉
講
師
）

.. `
 

i
 

.. 
0
l
 

1
、

i.I

続
（
岡
山
講
師
）

（三）

二
、
現
行

田
助
敦
授
）

師
週
木
曜
日
〈
同

前
）

支
那
古
代
思
想
史
（
秋
月
講
師
）

懐
徳
堂
先
賢
文
紗
〈

飾
逍
水
間
日
〈
詞
前
）

周

易

本

義

〈

大

塚

講

師

）

t
f
^
1
 

J

i

l

l

 

翡

4

子
／ 

岡

ti I 

講

師
＼ーノ

師
週
火
間
日
〈
同

文
箕
喪
後
集
ニ
武
膝
講
師
）

る
を
以
て
目
的
と
す

（
甲
）

一
、
目

定

日

講

翡
二

1-ll

事

第
二
條

第
一
條

義

企皿
苦
＂

目

及

日

時

的
一＼な

与足
業

五
n
(
-m" 

奉
祀
者
＾
理
事
會
―
―
於
テ
之
ヲ
鈴
衡
シ
評
議
貝
命
J
l
-

―
協
議
シ
テ
之
ヲ
決
定
ス

田
助
教
授
）

(n午
後
七
時
）

至

詞

九

時

征
週
月
晰
日

前
）

懐
徳
堂
記
念
會
＾
本
會
ノ
事
業
並
―
―
純
焚
維
持
―
―
功
努
ア
リ
ク
JV

物
放
者
ヲ
奉
祀
シ
師
年

定
日
講
義
は
迎
純
賢
他
及
び
本
邦
古
典
を
請
じ
伯
性
を
油
養
し
我
國
民
性
及
び
國
民
逍
伯
の
淵
源
を
究
む
る
に
資
ず

ニ
八

回
釘
祭
ヲ
行
フ



孝
親
、
大
根
、

lll
崩

:
I
rド
ー
し
.• 

i
 

f
巫
ー
・5
ふ

iIi. 

（
阪
介
誨
師
）

踏
欺
逍
6[Ii"
、
孟
子

尺
賊
泄
炒
、
老
子

紳
梨
正
統
品
、
同
史
概
論

大
學
、
巾
崩
、
内
親
、
論
晶
、
新
偲
諮
チ
紗
五
5

月
詢
師
）

周
學
概
論
、
白
下
叩
文
盆
、
付
チ
家
晶
、
四
t5
．
咋
り
讀
白
晶
僧
、
子
息
，
ず
、
観
解
入
門
、
白
請
文
、
泊
代
杖
學
大
師
列
他
、
水
襦
他

韓
非
子

諮
子
概
謡
、
荀
子
、
付
文
正
公
家
訓

親
子
節
編
、
孟
子
、
＂
親
（
至
祁
風
）

史

記

新

（
大
塚
講
師
）

（
岡
山
講
師
）
（
佐
k

木
誨
師
）

先
研
＂
叢
淡
、
春
秋
左
氏
餅
、
巾
川
文
墨
史
、
論
晶

拿
口
料
澁
師
）

（
西
村
謡
師
）

紗
（
大
塚
講
師
）

論
晶
、
脆
迅
築
冠
抄
、

tぃ
網
、
宋
名
臣
言
行
録
抄
、
大
學
術
義
、

流
架
絹
抄
、
記
紀
歌
抄

三

、

請

義

既

了

祝
詞
宜
命
抄
、
流
艇
集
選
、
古
市
叫
抄
、
古
今
集
選
、
新
古
今
集
選
、
新
鉗
組
送
、
萬
岱
集
抄
、
大
鏡
、
枕
収
子
、
榮
咽
物
晶

楚
僻
、
詩
細

(n衛
風
）
、

（
桁
束
講
師
）

宝
恐
認
謡
師
）

（
式
内
謡
師
）

目
日

本

淡

盆
幻
津
謡
師
）

史
（
武
謀
講
師
）

二
九

輯
仰
晶
、
近
IlJ
心
録
、
周
易
程
他
、
大
墨

（
吉
川
助
敦
投

（
松
山
敦
投
）

（
林
謡
師
）
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踵
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古
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（
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那
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銅
器
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と
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明
踵
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者
の
雌
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数
の
大
乗
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訟
義

生

命
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詣
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東
西
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明
の
蒻
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史
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格
主
義
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倫
刑
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支
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判
史
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史
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周
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（
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葉
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八
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八
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木
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滸
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狗
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問
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墨
的
研
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和
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生
學
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研
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築
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近

畿
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~
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衰

逹

我
國
の
飢
粒
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就
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國
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の
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就
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國
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詞

五

年
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互
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五
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四
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築
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光
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反

應
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命
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講
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梨
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拇

士

京

都

帝

國
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墨
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敦

授

京
都
帝
國
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授
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拇
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同
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謡
）
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謡
）
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講
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（
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謡
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紹
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憐
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膠
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球
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齢
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定
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（
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（
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巾
問
題

純
滸
統
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題

（
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講
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徳

川

時

代
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裁

判

逍

偲
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環

撒

地

墨

叢

話

植

物

根

叢

話

相

紹

法

の

話

（
吉
田
助
敦
授
）

（
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講
）
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四
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四
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諸
先
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祭
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執
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卒

學

誡

の

史

墨

熊
澤
船
山
の
事
蹟
及
學
諌

孔

夫

子

と

知

犬

命

咆

諭

脳

訓

に

就

て

ヂ
ヤ
ス
チ
ス

ヒ
ュ
ー
ム
の
正
義
観
念
に
就
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紳
闊
て
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闊
民
的
詔
念
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つ
き
て
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三

年
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月
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二

年
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月
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+
五
年
十
一
月

詞

十

四

年
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月
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1
先
生
の
網
滸
墨
説

同

似
敦
の
修
養
法
に
就
き
て

阿

十

三

年

十

月

闊

骰

擁

誨

詞
十
二
年
十
一
月

儲
数
の
我
國
に
於
け
る
影
魯

詞

時

勢

の

要

求

を
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べ

て

仙
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の

活

川

に
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阿

十

年
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月

巾
井
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憶
ふ

肥

史
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館

到！

報
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主
議
と
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會
問
題

仁
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と
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義

人
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利

思

想

秤

學
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月
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月
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七
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月

法
學
博
士
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應
幕
闊
大
學
敦
授

又

學

博

士

京
都
帝
國
大
墨
教
授

文

墨

拇
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東
京
帝
周
大
墨
敦
授

文

學

．

隙

士
法
墨
拇
士

東
京
帝
國
大
學
故
授

文

學

博

士
法
學
博
士

東
京
帝
國
大
県
敦
授

文

墨

槻

士

京
都
帝
國
大
墨
敦
授

網

洲

墨

博

士

東
京
帝
鳳
大
學
敦
授

又

墨

博

士

求
部
帝
國
大
學
敦
授

文

駆

拇

士

il 
ri 

文
慇
拇
士

朝
鮮
帝
國
大
墨
認
長

文

墨

拇

士

京
都
帝
國
大
學
教
授

文

學

拇

士

京
都
帝
國
大
根
名
誉

敦

授

文

學

拇

士

京
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帝
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論
語
里
仁
篇
富
奥
毀
卒
諧
義

注
を
参
酌
し
て
孔
子
祭
を
行
ひ
、
左
の
記
念
講
演
を
行
び
、
兼
ね
て
論
語
義
疏
を
校
印
ぜ
り
。

孔
子
仰
の
一
節
に
就
き
て

大
正
十
一
年
十
月
八
日
、
孔
子
歿
後

未 未

五

孔

定 定

漢

字

漢

語

笠

見

子 同

京

都

帝

国

大

墨

敦

授

文

墨

拇

士

辟

野

直

喜

千
四
百
年
を
記
念
せ
む
が
た
め
に
、
本
党
請
常
に
於
て
昌
平
校
泄
堂
繹
莫
像

祭

易

他

の

泣

徳

思

想

孔

子

の

，

ホ

敦

観

欧
陽
五
行
説
と
現
代
の
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學
-

敦京虹l［京敦東文京文東文東
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拇名総拇名数：数：敦
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詞

文

學

拇

士

京
都
帝
國
大
墨
欲
授

文

墨

拇

士

東
北
帝
周
大
學
敦
授

文

墨

拇

士

古
小
部
帝
厨
大
墨
名
巻

敦

授

文

墨

拇

士

炭
邸
党
敦
授
文
學
士

詞

+
 年
十

月
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十
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狩
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内
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就
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氏
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年
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詞
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通
俗
講
演
の
一
部
を
編
し
た
る
も
の
は
前
記
の
慎
徳
常
文
科
限
術
請
演
梨
と
詞
じ
く
、
同
年
詞
月
、
懐
徳
堂
百
科
涌

四
、
懐
伯
常
百
科
通
俗
講
演
集

師
武
内
義
雄

導
ら
そ
の
任
に
常
る
。

大
正
十
四
年
十
一
月
、
本
常
に
於
て
五
百
部
を
限
り
重
印
し
、
末
尾
に
懐
徳

の
慎
捻
常
考
は
曾
て
大
阪
朝
日
新
間
に
述
叔
せ
ら
れ
し
が
、
刊
本
と
し
て
枇
に
弘
布
せ
ざ
り
し
よ
り
、

復
興
小
史
及
び
中
井
木
痴
麿
君
撰
す
る

三
、
懐
稔

大
正
十
四
年
よ
り
続
年
一
詞
若
く
は
敗
皿
懐
悠
堂
講
演
集
の
骰
刊
せ
ら
る
＼
こ
と
と
な
り
、
定
期
講
演
の
一
部
を
編

し
た
る
も
の
は
旧
年
六
月
、
懐
悠
常
文
科
學
術
請
演
集
の
名
に
よ
っ
て
第

文
科
學
術
講
演
梨
第
一
輯

と
こ
ろ
の
懐
飽
堂
年
諮
を
附
印
せ
り
。

西
村
時
彦

六
ヽ

慎

徳

哨：

考

大
正
十
一
年
は
孔
子
歿
後
二
千
四

ヽ
令
皿
舌
"

本
年
迄
に
左
の
出
版
を
た
せ
り
。

出

丘
口
[～ 二
--H

年
に
恰
常
す
る
を
以
て
、
之
を
記
念
せ
む
が
総
に
、
論
語
義
疏
を
校
印
し
、
講

義

疏

版

四
九

輯
を
東
京
弘
道
館
よ
り
骰
行
せ
り
。



八

文

庫

公

開

の
利
子
を
以
て
、
淡
學
研
究
者
を
補
助
奨
励
ず
。

月
一
日
刊
行
ぜ
り
。

文
學
博

七

奨

段i

一—

敦
授
文
學
博
士
松
山
直
蔵
君
の
逍
著
な
り
、
昭
和
六
年
三
月
二
十
五
日
刊
行
ぜ
り
。

西
村
時
彦
君
の
逍
著
な
り
、
文
集
三
巻
、
時
集
一
ー
一
巻
、
屈
原
賦
諒
上
巻
共
に
五
冊
と
な
し
昭
和
十

本
會
は
永
田
仁
助
君
が
淡
學
奨
励
の
た
め
に
寮
附
ぜ
る
金
五
萬
閲
を
基
金
と
し
て
、
年
々
基
金
よ
り
生
ず
る
と
こ
ろ

本
會
は
傾
徳
堂
文
庫
を
公
開
し
て
漢
學
研
究
者
に
便
ず
、
該
文
庫
は
放
西
村
時
彦
君
を
記
念
せ
む
が
た
め
に
、
故
西

村
博
士
記
念
會
よ
り
本
會
に
寄
附
せ
ら
れ
た
る
圃
拇
士
釘
蔵
害
全
部
よ
り
成
る
碩
園
記
念
文
庫
及
木
會
蔵
平
日
の
外
、
愛

甲
兼
逹
氏
の
委
託
に
係
る
故
籾
山
衣
洲
翁
背
蔵
害
全
部
を
蔵
儲
ず
。

六

、

碩

園

先

生

逍

集

五

、

北

宋

五

子

哲

俗
講
演
集
の
名
に
よ
り
て
、
第
一
輯
を
東
京
弘
道
館
よ
り
骰
行
ぜ
り
。

五
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年
十
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績

者
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堂
友
會
は
、
懐
郷
堂
聴
講
生
及
び
曾
て
聰
講
生
た
り
し
人
々
よ
り
成
れ
る
同
志
の
一
間
に
し
て
、
相
互
の
親
睦
切
磋

を
目
的
と
ず
る
も
の
な
り
。
大
正
十
二
年
六
月
一
部
の
有
志
に
よ
り
て
骰
起
せ
ら
れ
、
多
数
の
賛
同
を
得
、
同
十
一
月

四
日
懐
組
常
位
祭
の
日
に
骰
食
式
を
畢
げ
、
會
則
を
定
め
、
教
授
を
推
し
て
會
長
と
し
、
吉
田
講
師
に
諮
ふ
て
主
幹
を

隠
し
、
幹
事
を
定
め
て
會
の
成
立
を
告
ぐ
。
爾
来
會
則
に
定
む
る
と
こ
ろ
の
行
事
を
宜
行
し
て
、
其
の
目
的
を
逹
成
ず

る
と
同
時
に
、
合
貝
協
カ
一
致
し
て
常
の
総
め
に
盛
ず
と
こ
ろ
鮮
少
な
り
と
せ
ず
。
現
在
會

懐
徳
堂
開
請
以
来
荻
―
―
七
年
、

シ
業
ヲ
圃
ウ
ス
JV

モ
ノ
亦
勘
少
ナ
ラ
ザ
JV

ベ
シ
。
然
＞
ド
モ
師
請
時
ヲ
計
リ
テ
罷
筵
―
―
列
シ
、
講
終
リ
テ
直
チ
―
―
解

散
ス
JV

ヲ
以
テ
、

懐
癒
堂
堂
友
會
設
立
趣
旨

其
ノ
間
弛
賓
ノ
敦
ヲ
鶴
キ
テ
之
ヲ
喜
ブ
モ
ノ
蓋
敗
百
人
、
想
フ
―
―
吾
人
卜
道
ヲ
共
―
-

詞
人
去
醤
宵
シ
テ
相
語
リ
行
業
ム
ノ
機
會
ナ
キ
ヲ
惜
ム
。
是
ヲ
以
テ

準
口
井
に
會
則
左
の
如
し
。
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第
七
條

第
六
條

第
五
條
年
敷
皿
適
常
ノ
日
―
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於
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勝
會
ヲ
佃
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費
川
＾
参
加
貝
ノ
負
賄
ト
ス

第
四
條

第
三
條

本
合
ヲ
堂
友
會
卜
稲
シ
懐
徳
堂
聴
講
者
及
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素
讀
生
井
―
口
宵
テ
賄
講
者
ク
リ
シ
モ
ノ
ヲ
以
テ
組
織
ス

本
合
＾
懐
稔
常
ノ
趣
旨
―
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遵
ヒ
徳
性
ノ
油
養
智
識
ノ
向
上
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ビ
常
友
ノ
親
睦
ヲ
闘
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以
テ
目
的
ト
ス

本
會
事
務
所
ヲ
懐
岱
堂
内
一
一
設
ク

年
敗
回
適
常
ノ
日
―
―
於
テ
茶
話
會
ヲ
開
キ
學
術
ノ
研
究
討
論
及
ビ
相
互
ノ
謡
見
交
換
ヲ
ナ
ス

迎
常
ノ
年
ヲ
以
テ
懐
徳
堂
―
―
於
テ
繹
莫
ヲ
行
フ

毎
年
一
回
會
報
ヲ
骰
行
ジ
堂
ノ
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況
會
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ノ
寄
縞
井
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―
會
貝
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掲
載
ス
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第
十
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本
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鼻
會
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會
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